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1 CMSとは

CMSとは、文字通りウェブ上のコンテンツを管理するシステムです。こうしたシステムの登場の背景

は、元々のウェブシステムがUnixのファイルシステムをそのままリソースとして外部に見せるシステム

であった点に問題がありました。Unixのファイルシステムをそのまま使うという仕様は、実装としては簡

単になるという利点がありましたが、ファイルシステムをそのまま使うということによって、そこへのア

クセスには Unixのアカウントが必要であるということや、管理手法もディレクトリによるファイル単位

での管理になるという問題を持っていたからです。これは例えばメイルが大昔は単に配送だけのプロトコ

ルとして登場し、ユーザは全てUnix上のファイルを、ツールを使うか否かは別にして、直接読み書きし

ていた事情に良く似ています。こうしたUnixのユーザであることを要求するシステムは、メイルの普及と

共に障害となり、メイルを読むためのプロトコル (POPや IMAP)の登場を促したのでした。このように

限界性をもったサービスは、結局の所ユニバーサルなサービスになることを、その普及や拡大と共に要求

されていくのは当然と言えば当然のことなのです。即ち、ウェブの管理も、そのウェブサーバが稼動して

いる OSの詳細に拘わりなく行えるようになるべきであり、それによって初めて更に広範囲に普及してい

くという性質を持っているものであるということです。

このように CMSとは、簡単に言えば、ウェブの管理や運用、利用がそれ自体の中で閉じていることを

志向したシステムであると言えます。このような要請は、ウェブのコンテンツがURLというディレクト

リに似た構造を持っていても、それとは無関係にコンテンツを蓄積するシステムを要求するために、多く

の本格的な CMSはコンテンツをデータベースの中に持ち、URLはある論理的な意味しか持たず、場合に

よってはコンテンツはオンデマンドで作成される場合もあります。このような CMSの特徴は、管理者が

特別な知識を持っていないと管理できないものであるものから、より広範囲に利用できることを希求した

結果であり、実社会の要請であるとも言えます。つまりは、実社会における組織や構造の要求に応えるの

がその方向であり、逆に言えばそうした要求に応えないシステムは時代遅れであるとすら言える訳です。

フリーに利用できる CMSもたくさんありますが、今回取り上げる Joomlaは、2006年のオープンソー

ス CMSで優勝したものであり、非常に注目度の高いシステムであると言えます。その他の CMSとして

は、TYPO3がヨーロッパでは人気が高まりつつあるようですが、拡張機能が様々な言語で開発されてい

るために日本人にはまだ少し敷居が高いように思われます。勿論、この他にも Plone, TEXTPATTERN,

MODx, Geeklog なども定評があるようです。

Joomlaは、元々はMambo という CMSから派生したものであり、そのために 1.0ではMamboから受

け継いだ部分と、新たに開発された部分が混在しています。バージョン 1.5 で、そうした部分を一新する

と言われていますが、現在 1.5RC2 が公表され、日本語対応 (多言語対応なので言語パックを付加するだ

け)が待ち望まれています。

2 インストール

このフォーラムでは、FreeBSD6.2上に Joomlaを導入します。FreeBSDはVMplayerを用いて、各自の

PC上で動作するようにし、インストール後は全てWindows上のブラウザから操作します。
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2.1 インストール前準備

Joomlaはいわゆる LAMPアプリケーションです。(Linux,Apache,Mysql,Php を使って構築されたアプ

リケーションを頭文字を取って、LAMPと呼びます)。しかし、LAMPアプリケーションはよほど特殊で

ない限り、BSD 系でも動きます。そして、BSD で動くならば、安定的な BSD 系で動かすのもサーバに

とっては良い選択となるでしょう。一方、BSD系で LAMPを動かすためには、それなりに知識が必要で

す。今回もパッケージからのインストールでは難しく、ポーツという半自動化したコンパイルを可能にす

る FreeBSDの仕組みを使って、オプションを指定して導入をしています。詳細は付録にありますので、こ

れから FreeBSDで Joomlaをインストールしようと言う方は、この付録が役立つでしょう。一方、そうし

た事が大変だという方々には、LinuxやWindowsで Joomlaを動かすしかないでしょう。特に、Linuxや

Windowsでは、Joomlaのサポートのみを考えたシステムがありますので、これを利用すると知識のない

人でも楽に導入が出来ます。

• 参考このシステムはXAMPPと呼ばれています。ネット上で検索すれば直に見つかります。Windows

用と Linux用があります。

このフォーラムで配布しているVMware(VMplayer)用の FreeBSDは既に Apache, MySQL, PHP4 を

導入し、それらの設定は全て終わっています。更に、Joomla 1.0.12JP をウェブのディレクトリに展開し

ています。(詳しくは付録参照)

但し、DVDに置かれたVMware(VMplayer)のファイルは書き込み可能でなければ動かすことが出来ま

せんので、まず DVDの中身全てをデスクトップ上に適当なディレクトリ (ここでは joomla とします)を

作成し、そこに全てコピーをして下さい。

• 操作 1 デスクトップに joomla ディレクトリを作成する。

• 操作 2 全ての DVDのファイルを上記の joomlaディレクトリにコピーする。

• 操作 3上記のディレクトリを開け、VM構成ファイルをダブルクリックする。暫くすると、VMplayer

の中で FreeBSDが立ち上がります。何が文句を言ってきたら、とりあえず YESを押しておけば良

いでしょう。

これで、サーバが動き、サーバ上の付録に書かれている準備は全て終わっているので (通常 XAMPPで

導入する場合などもここから始まります)、Joomla!のウェブインストーラを動かしてみましょう。

そのために、Joomla!をインストールしたサーバの IPアドレス (192.168.0.1とします) を調べて、そこ

にブラウザでアクセスしてみます。このためには VM上の FreeBSDに一度入る必要があります。
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(印刷の都合上、白黒反転しています。)

VMplayerに入るには、ウィンドウの内部の任意の位置をクリックする必要があります。ちなみに、VM-

playerから抜けて、Windowsに戻るには CtrlキーとAltキーの両方を押します (マウスカーソルの形が変

わるので分かると思います)。

FreeBSDに入れたら、login名は rootで、パスワードには wakhokを指定して下さい。うまく入れたら、

以下のようになります。
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• 操作 4 FreeBSDに rootでログインする。

さて、いよいよこの FreeBSDのサーバの IPアドレスを調べましょう。コマンド行に ifconfig と入力し

て下さい。すると、以下のように先頭が em0の行の 2行下に inet の行があり、inetの後ろがサーバの IP

アドレスです。全員 IPアドレスは異なりますので、注意して下さい。

(なお、上の図の IPアドレスは実験環境でのものなので、フォーラム会場での IPとは全く異なります。こ

こでは、上の図は無視して、192.168.0.1と表示されたと思って以下の操作を説明します。)

• 操作 5 ifconfigを打ち、IPアドレスを調べる。

さて、これで IPが分かりましたので、一旦 FreeBSDから抜けます。

• 操作 6 Windowsに戻る。(Ctrl+Alt)

そして、Windows上でブラウザを立ち上げ、先に調べた IPアドレスのサーバにアクセスをします。

• 操作 7 ブラウザで、http://192.168.0.1にアクセスする。(但し、IPはそれぞれ違う)
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すると、以下のような設置前チェックの画面になります。

このチェックでは、チェック箇所は 3つあり、最初の囲みの「設置前チェック」では Joomla!の要求する

環境が整っているかどうかがチェックされています。ここでは、全ての項目が可能あるいはYESになって

いる必要があります。(もし、PHPの項目で利用可能でなければ、PHP4の作成しなおしが必要です。)

• 操作 8 設置前チェックで警告がないか、確認する。

なお、ここでは既に調整済みですので、警告は出ていない筈です。

一応、付録 2にもし警告が出た場合の対処を記しておきます。

これらが解決していたら画面右上の ”次へ¿¿” を押して、次に進みます。

この画面は、Joomla!のライセンスについての確認で、Joomlaは GNU/GPL ライセンスに基づいてい

ます。但し、後ほど述べますがエクステンションと呼ばれる拡張機能については、GPLである場合もあり
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ますし、商用で販売されている場合もあります。こうしたエクステンションの発展が Joomlaの活況を支

えているとも言えます。

ライセンスの確認は確認だけですので、そのまま次に進みます。

次の画面では、先に設定したMySQLデータベースの設定などを入力します。

先の例では、ホスト名は localhost, MySQLユーザ名は joomla (小文字), MySQLパスワードは wakhok

, MySQLデータベース名は Joomla (先頭一文字が大文字に注意) になります。更に、一番下のチェック

ボックスを見てみると、デフォルトではサンプルデータのインストールにチェックが入っているはずです。

ここにチェックがあれば、サンプルデータがインストールされますので、このフォーラムではサンプルを

インストします。Joomlaに馴れて来たら、空のデータベースから作った方が楽になるかも知れません。そ

ういう場合には、このチェックボックスを外します。

• 操作 9 データベースのユーザー名、パスワードなどを入力する。

設定が間違いなければ、次を押し、出てきたダイアログボックスで’OK’をクリックします。
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• 操作 10 データベースの確認に YESを押す。

もし、ここでデータベースの作成に失敗などがあると、うまくデータが作成されず、エラーになります

ので、その際にはもう一度データベースの作成をやり直して下さい。(同じ名前があるとうまく作成出来な

いかも知れません。データベース名や、ユーザ名を変えると良いでしょう。データベースやユーザーの削

除には phpMyAdmin などのツールが便利です。)

次の画面では、Joomla!サイトの名前を入力します。スペースも含めて指定できるので、他の人と区別で

きるように、自分の名前などを指定して下さい。

• 操作 11 サイト名を決める。

ステップ 3では、デフォルトで設定されている項目以外では、管理者のメイルアドレスと、管理者のパ

スワードが必要です。特にパスワードは重要ですので、忘れないようにして下さい。

• 操作 12 管理者のメイルアドレス、パスワードを入力する。

なお、管理者はユーザ名は admin で、後で述べますが Joomla の中では最高のレベルの管理者になりま

す。メイルアドレスは同じメイルアドレスを使い回す事は出来ませんので、注意してください。
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以上の作業が終われば、インストールは終わりですが、最後にインストールディレクトリの削除を要求

されますので、再び VMplayerの FreeBSDの画面をクリックして FreeBSDに入ってから、以下のように

サーバ上で削除を行います (移動でも構いませんが)。

• 操作 13 FreeBSD上で以下のコマンドを実行する。

� �
# cd /usr/local/www/data

# rm -rf installation� �
以上で、Joomlaのインストールは全て終わりです。

次からは、Joomlaで実際のサイトの構築を見てみましょう。そのために、右上の管理者エリアをクリッ

クしてください。

3 サイトの構築

管理者用のページへのアクセスは、� �
http://192.168.0.1/administrator/

� �
です。アクセスすると、次のようなログイン画面になりますので、先に設定した管理者のユーザ (admin)

とパスワードで入ってみてください。

ここで表示される画面が、管理画面のトップページです。
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3.1 ユーザ管理と記事の投稿

まず、最初にユーザを作成しましょう。Joomlaでは、ユーザは次の 5種類に分かれています。

• ゲスト

ログインしない一般のユーザ

• 制限ユーザ (registered)

ログインするが、記事の投稿は出来ない。一般には公開していない記事を見ることが出来る。

• 記者 (author)

記事を投稿出来る、自分の記事は編集も出来る。公開の権限はない。

• 編集者 (editor)

記者の権限を持つが、その他に他の記者が投稿した記事を編集出来る。

• 公開者 (publisher)

編集者の権限に加えて、最終的に記事を公開する権限を持つ。

つまり、上から順により高い権限を持っていることが分かります。今は、管理者の権限でログインして

います (管理者にも階層がありますが、それは後で述べます)ので、管理者はこれらのユーザを登録する権

限があります。まず、一番権限の高い公開者 (publisher)のユーザを作成しましょう。
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アイコンのユーザー管理をクリックすると、ユーザ管理画面になります。今のところ、ここには管理者

である admin のみが登録されている筈ですので、右上の新規ボタンを押して、新しいユーザを登録しま

しょう。

ここでは、以下のようにそれぞれの項目を入力します。但し、メイルアドレスは既に登録したユーザと

同じアドレスでは登録できないようなので、ここではダミーのメイルアドレスを登録しています。グルー

プは Publisherを選んでください。右側のドロップダウンリストは標準で利用するエディタを指定でき

ますが、今のところは全て TinyMCE という WYSIWYGエディタを利用することにします。パスワー

ドを間違えると大変ですので (他のユーザも作成するので混乱しやすいです)、ここでは全部 wakhok に

しておきます。入力に問題がなければ、保存ボタンを押すと、保存され、一つ前のユーザ管理画面に戻り、

今度は 2人目のユーザである Publisherが追加されている筈です。

さて、この状態で、別のブラウザ画面で同じ IPアドレスにアクセスし、今登録した Publisherのユーザ

とパスワードでログインしてみます。ログインはトップページの左下にあります。

ログインすると、今度はゲストで見たときとは少し画面が変わっている事が分かります。
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まず、左側のメニューにユーザメニューが追加されており、ニュースの投稿やリンクの登録が可能になっ

ています。また、右側の記事のタイトルの右側にもアイコンが表示されるようになっています。まずは、こ

のアイコンの所にマウスを持っていってみましょう。

すると、付箋紙のような表示がされます。これは、この記事が公開されたものであり、その開始日時や、

投稿者などが表示されます。実は、このアイコンをクリックすると、この記事の編集画面になりますが

(Publisherですので、他の記事も編集出来るのです)、ここではまだアイコンをクリックしないで下さい。

もし、クリックした人は、キャンセルボタン (×)を押して、元の画面に戻ってください。

さて、記者と公開者の違いを理解するためにも、実際に記事を書いて見ましょう。管理者でログインし

た方のブラウザに戻り、先程と同じようにして、今度は記者 (Author)のグループのユーザを登録して下

さい。
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登録できたら、先程の Publisherのブラウザに戻って、一旦 Publisherとしてはログアウトし、今度は今

作成した Author としてログインして、ニュース投稿をクリックして下さい。

すると、記事の作成画面となります。記事の作成は、主には 3つの部分に分かれており、上からタイト

ルとカテゴリー、概要 (これらは必須)を編集する画面、

その下の本文を編集する画面 (本文は全く空白でも問題ありません)、
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そして一番下のイメージ、表示状態、メタデータというタブのついた画面に分かれています。カテゴリー

は後で説明しますが、今のところはドロップダウンリストから選択できるのは最新ニュースだけですので、

これを選んで、タイトルは適当に書いて下さい。

編集画面はいずれも TinyMCEを利用するように設定していたならば (これはユーザでも変更できます)、

ワープロ感覚で利用できるものですし、HTML の生書きも出来ます (他のツールで作ってコピペも出来ると

いうことです)。いずれにせよ、WYSIWYGエディタが標準で装備されているのは初心者でも簡単にペー

ジが書けるので便利でしょう (他のエディタをエクステンションとしてインストールすることも出来ます)。

但し、普通と少しだけ異なる点があります。それは、グラフィックやアイコンなどの貼り付けです。勿

論、URLを指定すること自体はできるのですが、CMSでは決まった URLというものがそのままではな

いために、リソースをどうやって指定するのか、という問題が生じます (CMSの外部にリソースを置くこ

とや、CMSにファイル管理エクステンションを導入して解決するような方法もあります)。

1. リソースの指定

• URLで指定する従来の方法 管理は独自

• Joomlaの独自の方法 リソース管理は Joomla

後者の Joomla独自の方法では、あらかじめイメージギャラリーに登録したリソースなど (これは管理者

権限がないと登録できません)を、独自タグ{mosimage} に対応させることで行います。つまり、Joomla

に投稿する記事自体にはタグのみがあり、それぞれのタグとリソースの関係は Joomlaが管理するという

形式になります。この場合、この独自タグを挿入するコマンドが各編集画面の真下にあった insert image

ボタンです。

このボタンを押すと、編集画面のカーソル位置に先のタグが挿入されます。そして、このタグとリソー

スの関係や、表示位置などを調整するためのツールが、一番下のイメージタブになっている訳です。

まず、試しに概要の編集画面で、insert image ボタンを押し、mosimage タグを挿入します。次に、イ

メージタブの中のイメージギャラリーの中から一つのファイル (例えば article.jpg)を選び、＞＞ボタンを

押すと、コンテンツイメージに article.jpgが登録されます。mosimageタグは、順番にこのコンテンツイ

メージリストに登録されたイメージに対応するようになっています。
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但し、これだけではうまく表示はされません。再度、コンテンツイメージリスト内のarticle.jpgをクリッ

クして下さい。すると、更に右側のイメージ編集の欄のファイル名に article.jpgが入りますので、その表

示位置をドロップダウンリストから選択します。

最後に、適用ボタンを押すと、mosimageタグとリソースの関係が完全に Joomla内部に登録されます。

勿論、複数のmosimageタグを本文で指定した場合には、その数だけコンテンツイメージリストに登録し
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て、上記の手順を繰り返す必要があります。

さて、本文あるいは概要を適当に書いたら、実際にこの記事を投稿するために、先のイメージタグの隣

にある 表示状態 タブをクリックして下さい。

この画面では、アクセスレベル (要するにゲストに見えるのが Publicで、登録ユーザのみに見えるのが

Registeredです、スペシャルはここでは割愛します)の選択や、公開の開始日、終了日、フロントページ

(トップのページの記事に載るかどうかです)などを設定します。開始日、終了日の右側にあるボタンを押

すとカレンダーが出ますので、カレンダー内の日をクリックして日にちを指定することも出来ます。ここ

では、フロントページに表示するようにチェックを入れて、フロッピーアイコンの保存ボタンを押してく

ださい。

さて、これで記事を投稿した訳ですが、投稿した本人にはこの記事を編集するためにも見えるようにし

ておく必要があるために、投稿記事があたかもそこにあるように見えますが、先の Publisherで見たよう

に、タイトルの右にあるアイコンにマウスを持っていくと、下の図のように実は 非公開 になっています。

このように、記事は投稿しても、公開者がそれを公開することに同意して操作をしなければ記事は公開

されないという仕組みになっている訳です (これは特に外部にウェブを公開するような場合に大事な仕組

みになっています)。勿論、公開者が公開の操作をしても、もし公開日が来ていない場合にも一般には見え

ません。
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さて、では次に実際に公開者としてログインしなおして見ましょう。

ニュースのリストは標準では少し深いところにあり、左側にあるメインメニューのニュースをクリック

して出てくる下の画面の中の 最新ニュースをクリックしてください。

すると、以下の図のような記事の一覧画面に移ります。この中のテストニュースの右側のアイコンにマ

ウスを持っていくと、状態が非公開であることが分かりますので、この状態でクリックをします。

すると、先の記者が記事を作成したのとほぼ同じ編集画面に移りますので、訂正するようなものがあれ

ばそれを行った上で、画面一番したのタブの表示状態をクリックしてみると、わずかたった一つの項目で
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すが、記者や編集者とは異なる部分があり、それが最初の項目の 状態:です。そして現在の状態は非公開に

なっていますので、ドロップダウンリストから公開を選び、アクセスレベルが Publicになっていることを

確認した上で、保存してください。

さて、これで公開をし、公開日を過ぎているので、ゲストなどでページを確認すると、このテストニュー

スがトップの最新記事として表示されるているのが分かります。

3.2 新しいページとメニュー

さて、ここまでで記事の投稿と公開の方法は分かりましたので、次は新しいページの作り方について学

びましょう。こうしたコンテンツは、Joomlaでは分類をして管理することになっています。分類は必ず二

層の構造を持っており、大分類のセクションと小分類のカテゴリーに分かれています。そして、こうした

分類の作成は、管理者の権限でないと出来ないようになっていますので、まず、管理者権限で分類の作成

を行ってみましょう。

トップのコントロールパネルで、セクション管理を選ぶと
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セクションのリスト画面になりますので、新規ボタンを押して新しく作成します。新規セクションでは、

タイトル,セクション名を入力し、アクセスレベルを選択しますが、ここではアクセスレベルをRegistered

にして見ましょう。当然、公開をチェックし、適当な説明を入れ、最後に保存をします。

これで、セクション管理のリストに新しくセクションが追加されますので、Homeメニューに戻り、今

度は同じように新しくカテゴリを新規に作成します。セクションとの違いは、親となるセクションを決め
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る点にあります。

(先と同様に Registeredにしておいて下さい)

更に、もう一つ程度同じセクションに属する別のカテゴリーを作成しておきましょう(これもRegistered

で)。

さて、この状態で新しいコンテンツを登録することが出来るようになっており、従って記者は記事を投

稿出来るようになっています。しかし、残念ながら、この分類へのアクセス方法がまだありません。そこ

で、メニューにこの分類へのリンクを作成することにしましょう。

まず、再びセクション管理に戻って、既に登録したセクション (例えば教科情報)をクリックし、編集を

します。先程とは違って、今度は右側のメニューリンクというペインに幾つかの項目があります。

ここでは、mainmenuを選択し (メインメニューのことです)、メニュータイプはセクションリストを、

既存のメニューリンクには教科情報と入力し、真下にあるメニュー作成ボタンを押してから、セクション

を保存します。

さて、Publisherユーザなどでログインしてみると、新たに新しいメニューがトップページに追加されて

います。
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このリンクをたどると、以下のように新しいページになります。

記事の投稿が出来る Publisherで入っているために、New...という文字とアイコンがあります。これを

クリックすると、記事の作成画面に移ります。
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先程との違いは、カテゴリーの選択のドロップダウンリストに、作成した新しいカテゴリーがある点で

す (ここでは、’システム情報’と’予定’を作成しています)。適当な記事を投稿し、公開 (Publisherですか

ら、公開まで一度に出来ます) して見てください。但し、記事も Registeredです。フロントページにも

チェックを入れておいて下さい。

さて、Homeに戻ってみると、最新ニュースにこの記事が表示されていることが分かります。
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このように新しく作ったカテゴリーやセクションへの記事であっても、記事自体にトップへの表示チェッ

クを作れば、最新記事としてトップページから見ることが出来る訳です。当然、チェックを入れなければ、

セクションのページからしか見ることが出来ません。

実際に、今度はフロントページに表示するチェックを入れない記事を作成して投稿、公開をしてみてく

ださい。今度は、トップには何も表示されず、セクションのページの中からのみ見ることが出来ます。

一方、これまでの記事は全てRegistered で行ってきましたので、ゲストで試しにこれらのページを見

てみてください。メニューボタン自体はメインメニューに作成したので、ゲストにもボタンは表示されて

いますが、そのボタンを押すと以下のようになります。

このように権限がなければ、リンクはあっても入れないようになっています。但し、記事が Public状態

で、しかもフロントページに表示となっていると、この限りではありません。

勿論、ゲストユーザがメニュー自体を見ることが出来たのは、このセクションへのリンクをメインメニュー

(mainmenu)に登録したからです。Registered にしたセクションやカテゴリーならば、usermenu に登録し

ておけば、ゲストにはメニュー自体が見えないことになり、より好ましいのは言うまでもありません。
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このように部門別のセクションやカテゴリーを作成しておけば、その部門の中で記事を掲載したりする

ことが出来るようになります。勿論、これだけではなく、もっと一般的なリソース自体の管理も出来るよ

うになっていますが、それにはファイル管理のためのエクステンションを導入する方が便利でしょう。

3.3 ページの要素とレイアウトとの関係

サンプルのトップページには様々な部品が並べられています。既に、メニューについては大体の感じは掴

めたと思いますので、メニューの項目を増減させることは出来るかと思います。また、既存の mainmenu

や、usremenu などの管理は、コントロールパネルのメニュー管理で行いますが、それらが実際にどこに表

示されるのかは、テンプレートが担っています。

テンプレートは、CSSと HTMLで書かれており、管理画面の上部メニューのサイト → テンプレート管

理 → サイトテンプレート管理で管理しています。

ここで、デフォルトとなっているテンプレートがフロントページで使われているテンプレートです。テン

プレートはフリー、商用ともに様々なものが作成されていますので、それらを入手して使うのが簡単でしょ

う (インストールは上部メニューのインストーラから行います)。また、先に紹介したようにセクションやカ

テゴリーにテンプレートを適用することも出来ます。例えば、デフォルトで用意されている madeyourweb

テンプレートを教科情報カテゴリーに適用して見ましょう。

まず、madeyourweb にチェックを入れてから、割り当てボタンを押します。すると、以下のような画面

になりますので、このテンプレートを適用するメニューアイテムを選択し (ここでは教科情報を選びます)、

保存します。
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すると、先の教科情報のページが今度は以下のようなページとして見る事が出来ます。

このようにページのデザインとコンテンツが完全に分離されているために、簡単にデザインのみを変更

することが出来るようになっている訳です。

次に、フロントページにある他の要素について簡単に見てみましょう。

例えば、右側に配置されている投票は、モジュールによって実現されています。モジュールは、様々な

投票のコンテンツを管理しているので、モジュールの管理とモジュールが管理しているコンテンツの管理
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とは分けて考える必要があります。管理画面では、これらを上部メニューのコンポーネントでモジュール

が管理するコンテンツを、モジュールでモジュール自体を管理しています。モジュールには、サイトの見

える部分に作用するサイトモジュールと、管理のために必要な 管理モジュール に分かれています。

サイトモジュールを選択すると、以下のようなモジュールのリスト画面に移ります。

この中から、「投票」をクリックし、編集してみましょう。
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この中で投票モジュールのページ中での位置を決めているのが、ポジションで右側を指定しています。次

に、右側の中で何番目に表示されるのかを決めるのがモジュール順位で、投票は 1位になっています。次

に、投票モジュールがどのページに表示されるかを決めているのが、右側のリストで、mainmenuのHome

はトップページを意味しますから、トップの右側の一番目に来る (rightとテンプレートで指定された位置の

中のという意味) 訳です。という訳ですので、試しに Unassingned に指定して、保存した上で、別のブ

ラウザでトップのページがどうなったかを見てみてください。今度は、投票が消えている事が分かります。
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このようにページに配置されたモジュールはモジュール管理から配置を決定しています。但し、例えば

バナーのようなモジュールの場合、テンプレートで中央少し上側の位置が確保されているために、単にバ

ナーを配置しなければ、その場所が空白になってしまいます。このような場合には、きちんとテンプレー

ト自体を変更してやらないといけませんので注意が必要です。

3.4 管理階層

最後に、Joomlaの管理階層について少し触れておきましょう。

Joomlaの管理階層は 3層に分かれています。ユーザと同じように、高い層の管理者はその下の管理者の

全ての権限を持っています。

3つの層はそれぞれ以下のように分かれています。

• Super Administrator

• Administrator

• Manager

この中で最高位の SuperAdminは、最初にインストールを行った admin がそうで、Administratorとの

違いはサイトメニューのグローバルコンフィグレーション、言語の管理、テンプレートの管理、競合の解

決などだけですので、実質的な管理では Administratorと大きな違いはありません。一方、Managerはメ

ディアの管理や、メニューアイテムの管理、セクション・カテゴリー、コンテンツの管理、フロントペー

ジの管理、アーカイブの管理などが出来ますが、ゴミ箱の管理やメニュー管理、エクステンションのイン
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ストールやアンインストールはで来ません。この辺りは少し Joomlaの管理階層はあいまいであるように

筆者は感じています。

という訳ですので、ほとんどの場合 SuperAdministrator は他に信頼のできる管理者がいれば、その人

を Administratorにしておけば良いでしょう。なお、ユーザ管理は管理者はその階層に拘わらず出来ます

が、自分の階層以上の地位を与えることは出来ません。つまり、Managerが別の人をAdministratorに引

き上げることは出来ないという訳です。一方、自分と同じ地位まででしたら引き上げることは可能です。

また、全ての管理者は Publisherの権限も持っているので、管理職などが Publisherの権限を持つ必要が

ある時以外は、実際にはMangerなどを割り当てる方が簡単でしょう。

こうした管理階層は、従来の blogツールに比べれば十分複雑ですが、実際の現場での運用を考えると、

これでも不十分であると思われます。しかし、こうした階層自体を自由に作れるようになっている CMS

は、非常に複雑になりがちで、そういう意味ではある程度のところで簡略化することも、分かりやすさの

ためには必要なことであったと思われます。

管理者の問題について触れましたが、Joomlaの管理上の問題はむしろグループが単に 5つしかない (ゲ

スト、登録者、記者、編集者、公開者) ことにあるだろうと思われます。実際、登録していても、この部

分は見せたくないという場合は現場ではしばしばあることです。Joomlaではこうした要求に対しては、エ

クステンション (拡張機能)で対応するようになっており、実際 JUGA(Joomla User Group Acces)などグ

ループのアクセスコントロールに関するだけでも 8つのエクステンションが開発されています (エクステ

ンション全体では商用も含めると 2119もの数が開発されています)。

こうした階層化は実際の管理や、組織の実態に合わせる必要から生まれて来ている以上、どこかで必ず

対応が必要とされる問題であり、技術的側面からではなく組織的側面からこうした問題を十分に考えて、

システムを構築していく事が重要でしょう。
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4 付録1 — FreeBSDでのインストール前準備

パッケージ (コンパイル済のもの)で以下のものをインストールします。� �
# pkg_add -r apache21

# pkg_add -r mysql50-client

# pkg_add -r mysql50-server

# pkg_add -r php4-mysql

� �
FreeBSD では、php4 をポーツからインストールする必要があります。� �

# cd /usr/ports/lang/php4

# make� �
その際に表示されるオプションの選択画面で、Apache, Zlib,pcre, mbstring, xmlがチェックされている

か確認をしてください。

程なくすると、コンパイルが終了しますので、� �
# make install� �

でインストールされます。

同様に、php4-extensions が導入されていなければ、ポーツからそれもインストールします。� �
# cd /usr/ports/lang/php4-extensions

# make

# make install
� �
で導入されます。

/etc/rc.conf に以下の設定を追加します。� �
apache21_enable="YES"

mysql_enable="YES"

hostname="localhost"
� �
なお、最後の設定で、hostname は本当は DNSで決められた名前が良いのですが、テストのためにサー

バを立ち上げるような時には、”localhost”にしておきます。

Joomla!は MySQLデータベースを利用しますので、Joomla!がアクセス出来るデータベースとユーザを

作成します (これは、配布ファイルの INSTALL.php にも書かれています)。� �
# mysqladmin -u root -p create Joomla

� �
ここで、パスワードを要求されますが、デフォルトの設定ではパスワードは設定されていませんので、

単にリターンすれば良いでしょう (勿論、これはセキュリティ的には良くないので、実際に運用する際には

パスワードを設定しておかなければなりません)。� �
Enter password:

� �
これで、データベース Joomla が出来たので、これを扱うユーザを作成します。
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� �
mysql -u root -p

� �
ここでもパスワードを要求されますが、パスワードを設定していなければ、先と同じくリターンで構い

ません。すると、mysql のコマンドモニター に入ります。� �
mysql>

� �
ここで以下のように入力します。� �
mysql> GRANT ALL PRIVILEGES ON Joomla.* TO joomla@localhost

-> IDENTIFIED BY ’wakhok’;

� �
ここで、改行を入れても構いません (最後の’;’を入力するまで一つのコマンド行として解釈されます)。

タイプミスがなければ、以下のように表示されます。� �
Query OK, 0 rows affected (0.01 sec)

� �
なお、最後にシングルクォートで囲まれた ’wakhok’ はデータベースユーザ joomlaのパスワードです。

実際には、もっときちんとしたパスワードを入れるようにして下さい。

この設定を有効にするために、以下のコマンドを入力してデータベースの作成は終わりです。� �
mysql> flush privileges;

...

mysql> \q

� �
すると、MySQLのモニターから出ます。

次に、/usr/local/etc/apache21/httpd.conf を以下のように修正します。(ServerName で検索すると、

#でコメントアウトされていますから、その行をコピーして修正すれば良いでしょう。)� �
ServerName localhost:80� �
当然、DNSで正式な名称が与えられている場合には、その名前 (例えば、joomla.wakhok.ac.jp)を指定

します。� �
ServerName joomal.wakhok.ac.jp:80

� �
同様に、以下の行を修正します (index.php を追加するだけ)。(これも、DirectoryIndex で検索すれば見

つかります。� �
<IfModule dir_module>

DirectoryIndex index.html index.htm index.php

<\IfModule>
� �
この設定は、index.php があればデフォルトでディレクトリ名などの代わりに動かすための設定ですの

で、Joomla! では必須です。

また、PHPのために以下の 2行の設定を x-gzip のある行の下にでも追加してください (x-gzip は 3箇

所ありますが、どこの下に入れても同じです)。
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� �
AddType application/x-httpd-php .php

AddType application/x-httpd-php-source .phps

� �
次に、PHP 自体の設定が必要です。これは、/usr/local/etc/php.ini に設定しますが、まずデフォルト

の値を設定するためにサンプルファイルをコピーします。� �
# cd /usr/local/etc/

# cp php.ini-recommended php.ini

� �
次に、php.ini を以下のように書き換えます。(この作業をしてなくても、Joomla! のインストーラを動

かすと、以下の部分を変更するように注意されますので、その際に書き換えても構いません。)� �
; 編集前の php.ini

;magic_quotes_gpc = Off

...

;mbstring.internal_encoding = EUC-JP

...

;mbstring.http_input = auto

� �
これを以下のように変更します。� �
; 編集後の php.ini

magic_quotes_gpc = ON

...

mbstring.internal_encoding = UTF-8

...

mbstring.http_input = auto

� �
最後に、Joomla! の配布ファイルを Apacheのデータディレクトリに展開します。但し、ここではウェ

ブのルートディレクトリに展開することで、Joomla!のサイトを作ることにします。

まず、Joomla!じゃぱんからダウンロードした zip ファイルを適当なディレクトリで展開します (例え

ば、/home/joomla/files で展開します)。� �
# cd /home/joomla/files

# ls

joomla_1_0_12JP_Stable.zip

# unzip joomla_1_0_12JP_Stable.zip

# ls

joomla_1_0_12JP_Stable joomla_1_0_12JP_Stable.zip

� �
なお、1.0.13JP が既に出ていますが、この zip ファイルはどうも圧縮時に何らかの手違いがあったよう

で、現時点ではうまく解凍できません (重要なファイルが欠落している)。そこで、ここでは 1.0.12JPを利

用します。本家に 1.0.13 はありますが、1.0.13 に対応した日本語言語ファイルがまだ本家にも登録されて

いないようですので、もう少し待つ必要があるでしょう。

次に、展開したファイルをウェブの dataディレクトリに移します。
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� �
# cd joomla_1_0_12JP_Stable

# rm /usr/local/www/data

# mkdir /usr/local/www/data

# mv ./* /usr/local/www/data

# cd /usr/local/www/data

# touch configurations.php

# chown -R www:www ./*
� �
展開したファイルのうち、globals.phpを以下のように編集します。(これも、やっていないとインストー

ルの際に注意されますので、後で行っても構いません。)� �
訂正前　 define( ’RG_EMULATION’, 1 );

訂正後　 define( ’RG_EMULATION’, 0 );

� �
これらの作業全てが終了したら、Apacheを再起動します。� �

# /usr/local/etc/rc.d/apache21.sh restart

� �
もし、上の編集作業などのどれかを忘れていて、Joomla!インストーラで警告が出た場合には、再度Apache

の再起動が必要ですので、注意して下さい。

5 付録2 — 設置前チェックで警告が出る場合の対処

まず、設置前チェックの中で以下のような場合には、説明にあるとおり/usr/local/www/data/configuration.php

にウェブサーバが書き込めない場合ですので、例えば www:www などのオーナ、グループに変更します。

これは、前の付録 1の操作で既に変更している筈で、/usr/local/www/dataの下は全て httpサーバのユー

ザパーミッションである www (グループも www) に変更しているので、全てWriteableになっていなけれ

ばなりません。もし、なっていなければ、先の /usr/local/www/data に対する chown のコマンドが実行

されていないので、それを実行して下さい。
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次に、お勧め設定の中で、必要な項目が設定されていない場合には以下のように表示されますので、該当項目

の編集をし、Apacheをリスタートして下さい。(/usr/local/etc/php.iniや、/usr/local/www/data/globas.php

などを指示されたように書き換える。)

それらの修正を全て行ったら、画面右上にある”もう一度チェック”ボタンを押して見ましょう。今度は

全ての項目で問題の表示がなくなっている筈です。
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